
作物名 調査ほ場数 病害虫名 発生概評（5月） 備考（特記事項）
早期水稲 葉いもち 並 -
（3,010ha） イネミズゾウムシ やや多 発生圃場率、成虫数/25株ともやや多

5 ヒメトビウンカ - 払落しによる成虫・幼虫は未確認
麦類 うどんこ病 やや少 -

（1,897ha） 株腐病 並
黒節病 多 南予地域で多い傾向

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 多
106 赤かび病 並 発病穂率、発病圃場率とも並
106 黒穂病類 多 発病穂率、発病圃場率とも多

かんきつ 18 そうか病 少 発病度、発病葉率とも少
（12,361ha） かいよう病 やや少 新葉の発生やや少

ヤノネカイガラムシ やや多 第一世代幼虫の初発やや早い
ミカンハダニ やや多 一部発生密度の高い園地あり

ミカンハモグリガ 少
20 アブラムシ類 並

かき 炭疽病 並 -
（651ha） うどんこ病 やや多 1園地で発生

フジコナカイガラムシ 並
カキクダアザミウマ 並 -

冬春トマト 疫病 並 -
（38ha） 灰色かび病 少

葉かび病 並 -
アブラムシ類 並 -
ﾀﾊﾞｺｶﾞ類 並 -

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 やや少 -
ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ やや少
ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 並 -
黄化葉巻病 並 -

冬春なす うどんこ病 多 1圃場でやや多い発生
（10ha） 灰色かび病 多 1圃場でやや多い発生

すすかび病 少 -
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ やや多～多 １圃場でやや多い発生
ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 並

冬春きゅうり べと病 並
（35ha） 疫病 並 -

うどんこ病 やや少
褐斑病 並
つる枯病 多 1圃場でやや多い発生

灰色かび病 並 -
アブラムシ類 並 -
モザイク病 並 -
ハダニ類 多 1圃場でやや多い発生

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ やや少
黄化えそ病 多 1圃場でやや多い発生

冬春いちご 炭疽病 並 -
（81ha) うどんこ病 やや少

萎黄病 やや少 -
灰色かび病 並
アブラムシ類 少
ハダニ類 やや多 -
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 並 -

ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ 並
ﾀﾊﾞｺｺﾅｼﾞﾗﾐ 少 -
アザミウマ類 少

2）備考欄の(-)は発生無

1）発生概評は5段階評価：「多」≦2＜「やや多」≦4＜「並」＜8≦「やや少」＜10≦「少」（数値は過去10年間順位）　但し、麦類は過去7年の平年値から評価

病害虫の発生状況（2019年5月）
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